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第 1 は, 資本主義下の農業生産においても, なおむらが存在する理由をむらの果たす機能に求め, それ












面で新しい機能を担当し, 農業発展に欠 くべからざる存在であることを理論的, 実証的に明らかにしたも
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のである｡



















以上を要するに, 本論文は農業発展に果たすむらの諸機能について理論的, 実証的な考察を行ない, そ
れを体系化したものセある｡ その考察の中心を貫くものは, 農業発展における企業機能の未分化 ･分化 ･
統一の展開過程と並行して, むらそのものも未分化の村落共同体的部落の段階から技術的経済的共同を要
求する機能的生産集団としての統一ある部落へと転化し, たえず生きた存在として農業発展のために機能
しつづけることの解明であり, その過程において, 本研究は農村社会学, 農林経済学の各分野に種々な新
知見を加えた｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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